
         回 
 
覧 

         

                         平成１９年１月１日≪第１１５号≫ 
 

      ＜明日を創造する＞ 
 

 発行：社団法人農協流通研究所 
 〒103‐0014  
 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-38-9    
       TEL(03)5643(3675)  
       FAX(03)5643(3688) 
 発行責任者：間宮 洋一 

  
 新年あけましておめでとうございます                             

店舗研究部 間宮洋一 
「１年の計は元旦にあり」。元旦は初詣をし、

「正月神」を招き入れ、「家族が幸せに過ごせ

ますように」とか「仕事がうまくいきますよう

に」とかいろいろとお願いをする時です。皆さ

ん自身、あるいは勤め先であるＡコープのお店

では今年何をお願いするか、何を目標（計画）

にするか全員で共有化されていますか。 Ａコ

ープは、いよいよ３月末で、全国チェーンを解

散し、４月には新たな全国協同機構が実質的な

活動を開始する重要な節目になります。果たし

てこれから先どうなっていくのかまさに正念

場を迎えています。 
「改革」「新生」「コンプライアンス」等言葉が

先行しているきらいがありますが、スーパーマ

ーケットはパートさん中心の職場、もっとわか

りやすい形をもってこれからのあるべき姿の

議論をしていかなくてはなりません。 

職場が停滞してしまうと、「いろいろな出来事

に感動しなくなる」、「喜怒哀楽が少なくなる」

傾向があるようです。そしてもっと悪いことは、

自分が知らないことに対しても「知っているふ

りをして済ましてしまう」「なぜそうなのかと

いう疑問を持たなくなる」のではないでしょう

か。 年末にかけて、近くのスーパーマーケッ

トを見て回わりました。どこの店でも「おせち

料理」とか「鏡餅」「しめ飾り」などを売り場

に並べています。そこでちょっと意地悪く、近

くにいた若い店員に「正月はどうしておせち料

理を食べ、しめ飾りを買わなければならないん

ですか」と質問しましたが「答え」が返ってき

ません。「年末は毎年正月用品を売り場に並べ

ることに決まっている」「他の店でも売ってい

るのだから」という程度のことなのでしょう。

これは、その企業における従業員教育に対して

の姿勢の問題だと思います。

●店舗をみて、その企業の文化が感じられるか 
都内で最近話題になっている店舗を見てき

ました。埋め立て再開発地区（ウオーターフロ

ント）の豊洲に出来た SC「ららぽーと」から
見た東京湾の夜景は、１ヶ月前に行ったアメリ

カのボストンの景色を彷彿とさせます。こうい

う場所柄ですからスーパーマーケットは「ちょ

っと一味違う」ということでしょうが、都内で

高級スーパーとされるクイーンズ伊勢丹、東急

ストアなどではなく、なぜか静岡の企業である

Ａ社が出店しました。入り口にピアノを置き生

演奏による心地よい BGM のパターンは沼津

の店と同じですが、島陳列を多用する５００坪

の売場を見て感心しました。自社製造商品や

「こだわり商品」などをこれでもかというぐら

い多く品揃えし、豆腐は店内製造、惣菜はバイ

キング方式、鮮魚を、沼津や伊豆の漁港から毎

日直送しているなどちょっと真似ができない

一見する価値のある店舗です。 
一番驚いたのは「こんなの今まで見たことがな

い」という日本の伝統野菜や世界の野菜、果物

が並ぶ青果売場です。トマトだけで数えてみた

ら１７種類ありました。東京に亀戸大根という



のがあるのを知りました。まるで植物図鑑で野

菜、果物の勉強をしているような気分になりま

した。 
しかし、一方で、何か変な違和感も感じてし

まいます。静岡の企業という理由なのか、静岡

産の商品がやたらと多いし、ＮＢの２倍３倍の

売価の商品を手に取ると「なぜこの商品を買わ

なくてはならないのか」、試食品もぜんぜん出

ていないし、商品の特徴を説明した書きものも

ない、売り手のメッセージが伝わってこない苛

立ちを覚えます。売り場の担当者は「おいしい

食べ方、料理の仕方を知っているのか。実際に

これを食べたことがあるのか」と。お客は当然

この商品を知っているということなのでしょ

うか。珍しいものあちこちから仕入れて、並べ

ることはどこでもできるのかもしれません。し

かしお客にその良さを知らせるメッセージを

しっかりと伝える、それが自然体として、従業

員全員で共有し、企業文化として定着しない限

り、長続きしないことは明らかです。この企業

が静岡では優良企業であることは間違いがな

いのですが、この東京第１号店舗が１年後どん

な品揃えになっているのか大変興味を持って

います。

●Ａコープが考えねばならないこと 
協同会社化が進んでいるＡコープの今日の

姿ですが、１５年前に取り組んだＡコープのＣ

Ｉ計画がやや空文化してしまったかもしれま

せん。理念の持たない企業に繁栄はありません。

Ａコープが、農協（資本）が経営する店舗とし

て、地域の消費者に真に貢献しているかどうか、

現状を事実として正しく認識することはこれ

からの経営の上で重要なことです。 
アメリカの店舗研修を先日行いましたが、なぜ

アメリカは豊かな国、明るい国民といわれるの

か、あらためてよくわかりました。フォーチュ

ン誌が選ぶ「もっとも働き甲斐のある企業の上

位企業」はＧＥとかフォードとかいった有名メ

ーカーではありません。スーパーマーケット企

業であるウエッグマン、スチューレオナード、

パブリックス、ＨＥバットなどカスタマーサー

ビスに優れたところが毎年選ばれています。 
「当社の採用基準は、人を喜ばせること、楽し

ませることがすきかどうかその一点です」それ

故か、これらの店舗のエンターテイメント性は

日本とは比較にならないくらい徹底していま

した。 
１月の１６日、１７日に、最後の店長セミナ

ーを開催します。今回のテーマーは、小売業の

創業者から、「商いの精神」を改めて聞くこと、

「顧客満足」についてその本質を探りたいとい

うことです。原点を見つめなおし、その上で常

識を打ち破る行動にチャレンジしよう、それが

今、低迷するＡコープが考えねばならないこと

のように思われます。 
今年も、農流研を引き続きよろしくお願い申

し上げます。

 
講習会案内 

 ２月の講習会 
セミナー名： 第１７回 食品安全管理対策セミナー 
 場  所 ： 東京 台東区 東京都立産業貿易センター台東館 ２階会議室 
 開催期間 ： 平成 1９年２月２日（金）１日間 
申込締切日： 平成１９年１月９日（木）（延期しました） 
      
講習会名 ： 第１３回 チルド・日配部門強化講習会 
 場  所 ： 神奈川県 「全農営農技術センター 」              
 開催期間 ： 平成１９年２月７日（水）～２月９日（金）３日間 
申込締切日： 平成１９年１月２４日（水） 

 


